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1 本文書について 

本文書は、秘密保持対象ドキュメントとして、事業者の許可なくコピーおよびその配布、ホーム

ページへの掲載を禁じます。 

新規に契約をされるお客様の場合は、その時点での最新サービス仕様書を参照頂き、サービス仕

様を確認してください。 

AAPF マネージドサービスの提供内容は変更する場合がございます。それに伴い、本文書を見直し

ます。 

 

 本文書の位置付け 

本文書は、お客様、および受講者向けに事業者が提供する「データサイエンティスト養成ブート

キャンプ実践サービス向けNEC Advanced Analytics Platform V1.5 マネージドサービス」（以下、

AAPFマネージドサービス）ののサービス仕様を記載した文書です。 

 

関連ドキュメントは以下の通りです。 

 

・データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービス向け 

NEC Advanced Analytics Platform マネージドサービス利用条件 

・NEC Advanced Analytics Platform マネージドサービス 

（データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービス向け）サービス仕様書（本書） 

・V1.5 マネージドサービス Release Notes  

※データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスではV1.3.10.0.0のOSSのイメー

ジファイル（Addon Image for Jupyter Notebook with OSS analytics libraries）のみ利用

可能です。 

・NEC Advanced Analytics Platform マニュアル類（詳細は次頁参照） 
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NEC Advanced Analytics Platform マニュアル類 

注1：本ドキュメントはデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは利用しません。  

No ドキュメント名 説明 

1 Release Notes（イメージ） イメージ毎の最新バージョンの新機能、変更点、改修済みの問

題、既知の問題、非推奨機能を説明するドキュメント 

※データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは

V1.3.10.0.0 の OSS のイメージファイル（Addon Image for Jupyter 

Notebook with OSS analytics libraries）のみ利用可能です。 

2 overview（AAPF) AAPFの概要とアーキテクチャについて説明したドキュメント 

3 OSS_LICENSE（AAPF） AAPF を構成するソフトウェアの各種ライセンスを示すドキュ

メント 

4 OSS_LICENSE（イメージ） イメージ毎に構成するソフトウェアの各種ライセンスを示す

ドキュメント 

5 AAPF Getting Started Jupyter Notebook へのアクセス方法と分析のクイックスター

ト方法を記載するドキュメント。前述の「overview（AAPF)」を

読み、AAPFの概要を理解した後、本ドキュメントを用いて利用

開始することを推奨 

6 AACluster User Guide AACluster の利用方法を記載。 Jupyter Notebookの WebAPI

を利用してファイルのアップロード／ダウンロードを行う場

合などAAPF にて分析を行う際に参照するドキュメント。アプ

リケーション開発者は後述の「AI-API 作成ガイド」を読み、

AI-API を理解した後、本ドキュメントを参照することを推奨 

7 AAPF WebAPI Reference AAPF WebAPI の外部仕様について記載。 WebAPIでAACluster

の作成・削除やAAPF API Tokenの作成・削除等を行いたい場

合に参照するドキュメント 

※下記URLにアクセスし閲覧（閲覧にはGoogle Chrome また

はFirefox が必要） 

https://<Web サービスノードの URL>/docs/aapf-webapi-

reference 

8 AI-API 作成ガイド (注1) AI-APIの作成方法を具体例を交えて記載。特にアプリケーショ

ン開発者が外部アプリケーションにて AAPF の機能を利用する

など、他のアプリケーションと連携する場合などに参照するド

キュメント 

9 nbexec User Guide (注 1) 
nbexec の外部仕様について記載。nbexec は Jupyter Notebook 

を AI-API として実装するためのJupyter extension。AI-API 

作成ガイドと合わせて、より詳細なAI-API の作成を行う際に

参照するドキュメント 
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 本文書の改版 

本文書の見直しは、AAPFマネージドサービスの提供内容の変更に伴い実施します。 

 

 用語集 

用語 説明 

AAPF（NEC Advanced 

Analytics Platform） 

AAPFマネージドサービスに搭載している「検証～導入～活用」を

包括的に支援する分析ソフトウェア。 

異種混合学習 本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービ

スでは利用できません。 

RAPID機械学習 本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービ

スでは利用できません。 

テキスト分析 本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービ

スでは利用できません。 

事業者 AAPFマネージドサービスの提供者。 

ブートキャンプサービス窓

口 

データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでお客

様とのやり取りの窓口 

お客様 
当社との間で利用契約を締結した法人その他の団体をいいます。本

書では本契約の窓口となる方（管理者）を指します。 

受講者（利用者、AAPFユー

ザー） 

AAPFを利用するユーザーの総称。 

データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは本

サービスの受講・復習目的以外では利用はできません。 

AACluster AAPFが提供する、分析のためのディスポーザルな環境、および環

境を作成するためのコマンド。Jupyterや Apache Sparkといった

サービス (Dockerコンテナ)を効率的に利用して分析を行えま

す。 

マネジメントノード AAPFおよびAAClusterを管理するノード。Webサービスノード経

由でAAClusterを起動し、分析を開始します。事業者は、この

ノードに接続してAAPFの各種構成変更をします。 
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Webサービスノード AAPF API Tokenの作成・削除やAAClusterを作成・削除できる

AAPF WebUIを提供するノード。 

AAPF WebUI/WebAPIが稼動するノード。 

ストレージノード 分析対象データや分析結果を格納するノード。 

コンテナノード AACluster (を構成するDockerコンテナ群) が稼動するノード。 

WebUI AAPF API Tokenや AAClusterを操作（作成、削除など）できま

す。 

WebAPI 任意のHTTP Client を使ってWebAPI を呼び出し、AACluster を

操作（作成、削除など）できます。 

AI-API AI-API を呼び出すことでJupyter Notebook ファイル(.ipynb)を

実行することができます。 

※本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは利用

しません。 

AI-App(s) AI-APIを用いて開発した各種アプリケーション。 

※本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは利用

しません。 
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2 サービス体系 

AAPF マネージドサービスは、データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは本サービ

スの受講・復習目的で利用する研修環境として、事業者側でパブリッククラウドサービス上にAAPF環

境を構築し、運用・保守までワンストップで提供するサービスです。 

AAPFマネージドサービスの注意、制限および禁止事項については、それぞれ「5.注意事項」「6. 制限

事項」「7.禁止事項」を参照してください。 

 

 

 

図 2.1  AAPFマネージドサービスの体系図 

 

 AAPFマネージドサービスの動作要件 

 AAPFマネージドサービスの動作要件は以下の通りです。 

表 2.1 AAPFマネージドサービスの動作要件 

項目 要件 

サーバスペッ

ク、ストレー

ジ容量 

・ユーザーごとに下記コンテナノードのスペック、およびストレージノードのスト

レージ容量が割り当てられます。 

 最終実技以外：vCPU1コア、8GBメモリー、ストレージ 20GB 

 最終実技：vCPU2コア、16GBメモリー、ストレージ20GB 

  

※ユーザーごとのvCPU数、メモリ量の変更はできません。 

※vCPU 数は、ユーザーごとの最低割当保証です。他ユーザーが vCPU を使用してい

ない場合、空きに応じて割当保証以上の vCPU 数を利用できます。メモリー、ス

トレージ容量は上限です。 
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ネットワーク ・事業者にて受講者が分析環境を利用するためのURL(FQDN)を決定し、お客様に提供

します。 

※URLは変更できません。 

※受講者端末からAAPFマネージドサービスへのアクセスするため以下の要件を満た

す必要があります、 

-AAPFアクセスのために最低限必要なサービスポート（https(443)/tcp）が許可

されている事 

-HTTPS 通信において[GET/POST/PUT/DELETE/PATCH/WS]メソッドの通信が許可さ

れている事 

必須ソフト

ウェア 

・Chrome (Version 67 以上), Firefox (Version 52 以上) 

※上記は、受講者がWebサービスノードにHTTPSにて接続し、本サービスを利用す

るために必要なWebブラウザです。Internet Exploler、Microsoft Edge等の他の

ブラウザはサポート外となります。 

ライセンス 
下記機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは利用でき

ません。データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスではV1.3.10.0.0

の OSSのイメージファイル（Addon Image for Jupyter Notebook with OSS 

analytics libraries）のみ利用可能です。 

・異種混合学習機能（SAMPO/FAB、sklearn-fab） 

・RAPID機械学習マッチング機能 

・RAPID機械学習時系列数値解析機能 

・テキスト分析機能 

認証方式 ・AAPFマネージドサービスでは、以下認証方式を許可しています。 

 WebUIログイン：パスワード認証 

AI-API利用： Jupyter Notebookで発行したJupyter Tokenによる認証 

※WebUIログインは受講者(AAPFユーザー)のユーザー名とパスワード使用。 

・パスワードは以下の種類があり、各種制限があります。 

WebUIパスワード： 10文字以上の英数字記号。英字と数字は必ず1文字以上含む

こと 

セキュリティ 下記３つの方針でセキュアにご利用頂けます。 

・ID、パスワードによるログイン認証。 

・データ分析を行う通信はすべてHTTPS (TLSv1.2)によって暗号化。 

・事業者によるアクセス権設定により、受講者は受講者自身のストレージにのみア

クセス可能。 

また、AAPF V1.5マネージドサービスからストレージノードのユーザーデータを暗

号化します。ストレージデバイスが盗難・流用された場合に秘匿性を保ちます。 
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 AAPFマネージドサービスの概要 

AAPFマネージドサービスの提供イメージは、図 2.2の通りです。 

 
図 2.2  AAPFマネージドサービスの提供イメージ 
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2.2.1 サービス一覧 

AAPFマネージドサービスのサービス一覧は以下の通りです。 

 

表 2.2 サービス一覧表 

サービス 説明 

初期セットアップ 分析環境を利用できる状態にセットアップします。 

運用・保守 

（サポート対

応）（※1） 

問合せ対応 受講者からの問合せに対応します。 

障害対応 障害発生時に早期復旧に向けて対応します。 

作業依頼 受講者からの依頼に応じて対応します。対応可能な作業は払

い出し後のユーザー変更、アカウントロックなどの対応です。 

なお、依頼内容によっては対応できない場合もあります。 

環境削除 データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービス終

了日に環境を削除します。 

※1 運用・保守について、プランごとにひと月のサポート対応件数の上限を規定しています（プ

ランA：8回、プランB：10回、プランC：12回まで）。上限を超えた場合はお客様と協議の

うえ対応を決定します。 

なお、サポート対応として、約2時間/件の作業を想定しております。作業規模が想定を超え

る作業の依頼につきましては別途費用含め調整が必要となります。問合せ・依頼方法は

「3.3.1 問合せ」を参照ください。 
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サービスのフローは以下の通りです。 

◆初期セットアップ 

 

◆運用・保守 

・問合せ対応 
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・障害対応 

 

・作業依頼 

 

◆環境削除 
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3 サービス内容 

AAPFマネージドサービスで提供するサービスの内容について説明します。 

 

 提供機能 

AAPF マネージドサービスでは、以下の機能を提供します。各機能の詳細については対応する本節以

後の各項を参照してください。 

 

表 3.1 提供機能一覧 

機能名 対応する項 

対話型UI（Jupyter） 3.1.1 

WebUI機能 3.1.2 

ライブラリアドオン 3.1.3 

Web API機能 3.1.4 

AI-API フレームワーク 3.1.5 

その他 3.1.6 

 

3.1.1 対話型UI（Jupyter） 

 Jupyter Notebook による対話的な分析や、ノウハウの容易な記録と共有が可能です。 

詳細はAAPFマニュアル「AAPF Getting Started」を参照してください。 

 

注：データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービス向けでは他のユーザーとの共有領域

を使って共有することはできません。Jupyter Notebook をローカルな環境でやり取りするなど

して共有してください。 

 

対話型UIの利用にあたり、サポートブラウザは以下の通り、AAPFの仕様に準拠します。 

・Chrome (Version 67 以上) 

・Firefox (Version 52 以上) 

 

3.1.2 WebUI機能 

AAPF が提供する WebUI 機能を利用して、ウェブブラウザ上で分析を実行するオペレーションができ

ます。 

AAPF マネージドサービスでは、WebUI 機能を持つ Web サービスノード、およびコンテナノードへのア

クセス手段として、サブドメインと SSL 証明書を提供します。以下、それぞれの提供内容について記

載します。 

 

WebUIの利用にあたり、サポートブラウザは以下の通り、AAPFの仕様に準拠します。 

・Chrome (Version 67 以上) 
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・Firefox (Version 52 以上) 

※AAPFマニュアル「AACluster User Guide」の「付録」の「AAPF WebUIについて」 の「サポート

ブラウザ」を参照してください。 

 

3.1.2.1 FQDNの提供 

AAPFマネージドサービスの構築ごとにシステムが自動でFQDNを払い出します。 

なお、ドメイン名は事業者側で払い出します。 

お客様、および受講者がドメイン名およびサブドメイン名を選択することはできません。 

 

3.1.3 ライブラリアドオン 

稼働中のAACluster に分析エンジン・ツール (アドオンライブラリ) を追加できます。 

詳細はAAPFマニュアル「AACluster User Guide」を参照してください。 

 

3.1.4 Web API機能 

AAPFが提供するAACluster管理用Web API、および分析手順を記述したNotebook を WebAPI として

実行できます。ストレージノードへのデータアップロード／ダウンロードも可能です。 

詳細はAAPFマニュアル「AACluster User Guide」を参照してください。 

 

3.1.5 AI-API フレームワーク 

分析手順を記述したNotebook を AI-APIとして実行するための機能を提供します。 

※本機能はデータサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービスでは利用しません。 

 

3.1.6 その他 

・Jupyter Notebook Serverのログ 

 AACluster上で起動しているJupyter Notebook Serverのログを受講者が確認できるようにな

りました。AAClusterで何らかの問題が発生した場合に、受講者がエラーログを確認できるように

なりました。詳細は『AACluster User Guide』-「AAClusterについて」-「トラブルシューティン

グ」を参照ください。 
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 非機能要件 

本節ではAAPFマネージドサービスの非機能要件について説明します。 

 

 

3.2.1.1 計画停止の規定 

計画停止（お客様都合による停止および緊急作業による停止を除く）は以下の2種類あります。

いずれもサービス提供時間内でも本システムを稼働停止します。停止日時は事業者が指定します。

ユーザーが指定することはできません。 

・外部サービスの計画停止。 

・ 外部サービスに準拠します。 

・AAPFのアップデートに伴う計画停止。 

・ 通知タイミング：事前通知 

・ 通知手段：メール(停止約1週間前と、約4時間前) 

・ 緊急の場合はこの定めの限りでない。 

 

 

3.2.1.2 AAPFマネージドサービスのアップデート 

AAPFは以下の方針で適宜アップデートを行います。 

・脆弱性については事業者側でパッチ適用等の必要性を検討し、必要に応じて適用します（お客

様が指定することはできません） 

・OSやEKS、Pythonなどサポート期限が設けられているものは、サポートが切れる前にバージョ

ンアップを行います（互換性を可能な限り維持するため必要最小限のバージョンアップを行う）。 

・OSSなど事業者以外が更新するプログラムの場合、互換性を事業者では保証できないため、受

講者で確認・対応をお願いします。OSSのアップデートも１か月前に通知いたします。 

 

3.2.1.3 障害発生時の対応 

分析環境に影響のある障害が発生した場合、お客様に対して障害通知を行います。 

 

3.2.2 サービス提供時間 

本サービスにおける提供時間は、１日24時間かつ１週７日とします。（計画停止と緊急作業によ

る停止を除く） 

ただし、サポート対応（問合せ対応、障害対応、作業依頼受付）については弊社営業日9:00～

17:00で日本語での対応となります。 
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 その他 

3.3.1 問合せ 

AAPFマネージドサービスに関する問合せ手段は、以下概要に示す通りとします。 

 

表 3.2 問合せの概要 

サポート対応内容 

・サービスの利用方法に関する質問 

・サービスの不具合に関する申告 

・アカウントロック解除、ユーザー変更などの作業依頼（注） 

・プランA：8回、プランB：10回、プランC：12回まで受け付け

ます。上限を超えた場合はお客様と協議のうえ対応を決定しま

す。なお、AAPF マネージドサービスの不具合に起因する問合せ

は対応件数に含めません。 

問合せ 

手段 

契約期間中にお客様、受講者のみ問合せ可能です。ブートキャンプ

サービス窓口にメールで問合せてください。 

宛先：契約後にご連絡します 

件名：【ブートキャンプ】[種別] 問合せ内容 

※種別は[質問],[障害申告],[作業依頼],[期間変更]より選択く

ださい。 

※なお、障害の場合、調査目的で本サービス運用保守要員向けの

分析ユーザーを作成し利用する場合があります。 

受付時間 NEC営業日 9:00-17:00（JST) 

回答時間 NEC営業日 9:00-17:00（JST) 

注：作業依頼については対応希望日の3営業日前までに申請してください。（研修中を除きます） 
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4 責任範囲 

AAPFマネージドサービスの責任範囲は、以下の分担とさせていただきます。 

 

 システム作成時の責任範囲 

AAPFマネージドサービスシステム作成および初期設定における責任範囲は、以下の分担とさせて

いただきます。 

 

表 4.1 システム作成時の責任範囲 

（凡例） 〇：責任範囲  -：責任範囲外 

項目 事業者責任範囲 お客様・受講者 

責任範囲 

データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービ

ス利用申請 
－ ◯ 

AAPFマネージドサービス環境へのアクセスに必要な通

信手段の準備 ※1 

 受講者端末 

 インターネット経由での接続 など 

－ ◯ 

マネジメント/Webサービス/ストレージ/コンテナノー

ドセットの環境準備 

 仮想サーバの構築 

 マネジメントノードのインストール 

 Webサービスノードのインストール 

 ストレージノードのインストール 

 コンテナノードのインストール 

 SSL証明書の払い出し 

 FQDNの払い出し 

◯ － 

マネジメント/Webサービス/ストレージ/コンテナノー

ドセットの環境設定 

 各ノードの連携設定 

 受講者（AAPFユーザー）の登録 

◯ － 

Pythonパッケージ（DBドライバ含む）の追加 － 〇 

※1 以降に記載する環境利用時、および環境削除時においても、同様の責任範囲とします。 
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 システム利用時の責任範囲 

AAPFマネージドサービスのシステム利用（運用）時における責任範囲は、以下の分担とさせていた

だきます。 

表 4.2 システム利用時の責任範囲 

（凡例） 〇：責任範囲  -：責任範囲外 

項目 事業者責任範囲 お客様・受講者 

責任範囲 

AAPFの利用 － ◯ 

AAPFの運用（AAPFを利用可能な状態とする） ◯ － 

AAPFマネージドサービスのシステムに含まれるソフト

ウェアのパッチ適用、アップデート※1 
◯ － 

AAPFマネージドサービスのアップデート予定の通知 ○ － 

AAPFマネージドサービスのアップデートに伴うユー

ザープログラムにおける差分吸収 
－ ○ 

SSL証明書の更新 ◯ － 

受講者（AAPFユーザー）のID、パスワード管理 － ◯ 

データの管理※2 － ◯ 

AACluster起動時のリソース選択（CPUタイプ選択） － 〇※3 

※1 パッチ適用、アップデート基準の設定・適用判断、および適用方法は事業者が決定します。 

※2 当社でAAPFマネージドサービス環境を削除することによって、環境に保管しているデータはす

べて削除されますのでご注意ください。 

※3 契約したリソースを超えるCPUタイプが表示されるケースがありますが選択できません。 
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 システム解約時の責任範囲 

AAPFマネージドサービスシステム削除における責任範囲は、以下の分担とさせていただきます。 

表 4.3 システム削除時の責任範囲 

（凡例） 〇：責任範囲  -：責任範囲外 

項目 事業者責任範囲 お客様・受講者 

責任範囲 

データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービ

ス終了に伴うユーザー削除 
◯ － 
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5 注意事項 

AAPFマネージドサービスの注意事項は下記のとおりです。 

1) AAPFマネージドサービスのシステムのパッチ適用、アップデートは事業者側での作業となりま

す。それらの適用基準の設定、適用の判断、および適用方法は事業者側が決定します。お客

様、および受講者側での適用の判断、適用はできません。 

2) AAPFの実行性能については保証しません。 

3) AAPFにおける注意事項は、各AAPFマニュアルを確認ください。 

4) AAPFマネージドサービスの環境に独自にアプリケーションをインストールすることはできませ

ん。別にサーバを作成頂きインストール頂くことになります。 

5) クラウドサービスのアカウントはお渡しできません。 

6) 定期メンテナンスや計画停止時にAAClusterの削除が必要なケースがあります。事前の連絡に

従い削除、サービス再開後に再作成が必要となります。 

7) AAPFやイメージのアップデートによりnotebookや AI-APIに影響が発生する場合があります。

アップデート時の通知内容にご注意ください。 

8) AACluster起動時のリソース選択（CPUタイプ選択）時に契約したリソースを超えるCPUタイプ

が表示されるケースがありますが選択できません。 

9) 作成したAAClusterの性能タイプのコア数の合計が契約したコア数を超えない範囲で、複数の

AAClusterを作成できます。合計が契約コア数を超えてAAClusterを作成しようとすると、エ

ラーとなり、AAClusterを作成できません。 

10) AAPFマネージドサービスのアップデートに関する注意事項は、「3.2.1.3 AAPFマネージドサー

ビスのアップデート」を参照してください。 

 

 

  



 

21 
© NEC Corporation 2022 

 

6 制限事項 

AAPFマネージドサービスの制限事項は下記のとおりです。 

1) AAPFの制限事項、サポート対象外の機能等は、「NEC Advanced Analytics Platform v1.5 マ

ネージドサービス Release Notes」、および各イメージごとの「Release Notes」を参照してく

ださい。 

2) AAPF の各分析エンジンにおける制限事項は、各分析エンジンのマニュアルを確認してくださ

い。 

3) お客様、および受講者は各ノードにアクセスすることはできません。そのため、お客様、およ

び受講者側で各ノードに直接アクセスしてアプリケーションなどソフトウェアをインストール

することはできません。 

4) お客様、および受講者は本仕様書に記載の変更可能な設定を変更することはできません。 

5) サーバの追加やネットワーク機器の変更など、本仕様書に記載の変更可能な設定以外に設定・

構成を変更することはできません。 

6) お客様、および受講者がライブラリアドオン機能などを使用してインストールした、あるいは

個別にインストールを依頼したライブラリやパッケージなどのソフトウェア、およびそれらに

よるプレインストールされていたAAPFへの影響については、サポートの対象外とさせて頂きま

す。 

7) 脆弱性への対応などのためOSや、OSSなどをアップデートしたことによるお客様、および受講

者が作成したプログラム、およびインストールしたソフトウェアへの影響はサポートの対象外

とさせて頂きます。 

8) プレインストールされているAAPFに含まれるOSSについて問い合わせは受け付けますが、サ

ポート対象外とさせて頂く場合もあります。 

  



 

22 
© NEC Corporation 2022 

 

7 禁止事項 

AAPFマネージドサービスの禁止事項は下記のとおりです。 

1) 事業者により提供されるAAPFマネージドサービスのコンテナイメージの持ち出しは禁止しま

す。 

2) データサイエンティスト養成ブートキャンプ実践サービス向けNEC Advanced Analytics 

Platform マネージドサービス利用条件で規定された範囲外での利用は禁止します。 

3) 特定個人情報（マイナンバーをその内容に含む個人情報）、および個人が特定される生体情報を本

サービス環境に格納することは禁止とさせていただいております。 
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 本マニュアルに掲載された各社名、各製品名、各ロゴは、各社の商標または登録商標です。 

  
 

  

 

 商標について 
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